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「フードアナリストが見る食品業界の可能性」

ジャパンフードセレクション:消費者が決める商品価値

日本フードアナリスト協会 １級フードアナリスト・認定講師
中森玲子

本日の流れ

1.フードアナリストとは？

2.ジャパンフードセレクションと
はどんなもの？

3.消費者のプロという立ち位置

4.「心の琴線に響く」ことが重要
な時代に

～モノ消費からコト消費へ～
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フードアナリストとは
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「フードアナリスト」は、あらゆる角度から食を学んだ、食の情
報の専門家です。「食べて」「評価して」「表現」し、消費者目線
から食のプロデュースをおこなったり、食の情報を解説する専
門家として活躍しています。フードアナリスト講座では、日本
で初めて食に関わる知識を体系的に学べるカリキュラムと
なっています。
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飲食店情報、食材、食品、飲料等、食を取り巻くあら
ゆる情報を「読み解いて」「発信する」食の情報のプ
ロフェッショナル。
食の情報をresearch（調査）、analyse（分析）するこ
とで食の情報に精通します。その食の情報を客観
的に合理的に説得力のある発信をするのがフード
アナリストです。
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ミシュランの星は、料理だけの評価。
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●ミシュランの料理の評価（星の数）

三つ星 そのために旅行する価値がある卓越した料理

二つ星 遠回りしてでも訪れる価値がある素晴らしい料理

一つ星 そのカテゴリーで特に美味しい料理
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モノ消費からコト消費へ
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「物欲を満たす」行為がモノ消費です。 モノ消費では形ある商品の
購入・所有が重要なのに対し、コト消費では形のないサービスの体
験が重視 されます。 またモノ消費が日常的なモノも含めた消費な
のに対し、コト消費では主に非日常のコトが消費される点も違いで
す。


